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メキシコ自動車産業の民族誌  ―ラゴス・デ・モレノ市工業団地のグローバル化
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とがある。 彼らはこうしたグローバルな標準規
格とともに，各国現地でのローカル規則を念頭に
ルール作りやそれに対応した人材育成が必要であ
ると理解している。 ここでは，メキシコを舞台
に日本のみならず東南アジアの経験が混ざり合っ
た会社文化が醸成されているのである。 メキシ
コで日本語を話す人材が不足しているため，工業
団地内に日本から南米スペイン語圏出自の日系人
が多く還流するなどの，国際移民現象の新たな展
開もみられる。
同時に，メキシコ国内規格NOM規格へのケア
も必要である。 工場内外の指示板，危険表示，消
防訓練実施記録など，定期監査を受けないと罰金
や工場閉鎖に至るのである。
おわりに
みてきたように，業団地の現場は，単一の日本
企業文化，工場労働文化，メキシコ人社員など
といった文化の語りが容易でないことを如実に
語っている。
文化人類学者ジェームス・クリフォードは、 欧
米文化や外資の侵入によりその「オリジナル」な
文化が消滅していくとの見方を「エントロピック
な語り」であると言う。 日本企業の一員としてラ
ゴスの「近代化」の一翼を担うその活動こそがも
しかしたらラゴスの古きよき文化を破壊してい
るのではないか，との理解と言える。 無論，こ
の言説自体が，メキシコ在住の社会学者ガルシ
ア・カンクリーニの指摘の如く，「近代への異なっ
た入り口」を模索しつつ，外からの文化と交渉し，
それを馴化して異種混淆な文化を作り上げてい
こうとする住民達の営為を無視していると言え
なくもない。
ラゴス市を拠点に営業活動する者として，工場
の発展を通じた地域経済発展を望みつつも，こ
の穏やかな田舎町の維持を願う心も片隅にある。
不可避となったグローバル化の果実が，広く地域
住民に享受されることを祈るばかりである。
（はやし・かずひろ／元外務省専門調査員）
地元消防局による避難訓練の様子（筆者撮影）
